
介護職員は看護チームの一員として、入院患者さん一人ひとりに
寄り添い、入院生活のQOLの維持・向上をめざすことや在宅復帰へ
のサポートをお手伝いしています。

介護職の活躍を紹介します！

すずかけ学会で発表

院内レクリエーション
の取り組みを
「介護職が主催する院
内レクリエーションの
実践報告」と題して、
2025年度すずかけ学会
で発表します。

頼れる
看護チームの一員

院内レクリエーションを開催
～介護の専門性の発揮をめざして～

2025年2月より、院内レクリエーションを介護職が主体となって毎月開催しています。
高齢者を対象とした院内レクリエーションの目的は、身体機能の維持・向上、脳の活性化、
コミュニケーションの促進を図ることです。これにより、対象者の生活の質を向上させ、
認知症予防にも寄与するとされています。当院では、認知症を持つ患者さんに対して、
生活の活性化を図ることにより、より効果的に治療やリハビリテーションに専念できること
をめざして院内レクリエーションを実施しています。
病院機能評価でも“介護職の専門性の発揮”求められていることから、介護職が主体となって
取り組んでいます。

入院生活を心地よく過ごしてもらう
ために、介護技術のスキル向上をめ
ざして、介護技術演習を実施してい
ます。技能実習生は第3期生まで

受入れて、総人数は6名と
なりました。各病棟に2名
ずつ配置されています。
第2期生は夜勤業務もでき
るようになっています。

看護師⾧と看護主任
との合同チームで、グループ活動をしています。

認知症ケアの充実、身体拘束最小化に向けて取り組んで
います。


